
地震に対する自身の備え
地震から「命」を守れ！

　いつ起きてもおかしくない東海地震、東南海地震、南海地震（南海トラフの巨大地震）。これらの地震は単
独ではなく、同時に起きる可能性が高いといわれています。この地震が発生すると、西日本を襲う最大の地
震になることから、国は 8月 29 日にこの地震が発生した場合の被害想定を公表しました。愛知県では死者数
が 23,000 人を超える想定となっています。幸田町における被害想定については、震度予測が震度 6強とされ、
津波による被害は見込まれていないものとなっています。
　地震は「いつ、どこで、どんな規模で」起きるかわかりません。地震に対する備えは日ごろから行ってお
くことが大切です。今回は、地震に対する「事前の備え」と「地震発生後の行動」について一例を紹介します。
「わが家の地震対策は大丈夫！」と自信を持って言えるよう対策を進めましょう。

　1945 年 1 月 13 日 午 前 3 時 35 分
に発生した三河地震（マグニチュード
6.8）によってもたらされた深溝断層。
　この地震は第二次世界大戦末期に発
生したため、被害報告や資料が乏しく、
地震発生直後の様子を知る貴重な写真。
写真中央部分、水をはった田んぼに
1.5m の段差が生じている。

粘着マット

粘着ベルト

テレビや冷蔵庫は粘着マットや
粘着ベルトなどで固定しましょう。

ポール式器具（突っ張り棒）
家具と天井の間に、
突っ張り棒を入れて
固定しましょう。
※天井の強度を確認
　して使用しましょう。

家具転倒防止収納ユニット

ストッパー式
転倒防止器具

家具と天井の間を埋めて
固定し、普段は収納として
活用できます。

家具を壁から3～5cm離し、
上部を壁につけるようにし
て、家具をかたむけ、下部
の隙間をストッパーを入れ
て固定しましょう。

ガラス飛散防止フィルム
食器棚のガラス扉が割れるのを
防ぐため、飛散防止フィルムを
はりましょう。
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●
避
難
時
、
こ
ん
な
言
葉
を

　
　
　
　
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

防災カード
●我が家の行動表
名　前 日常いる可能性の高い場所

●家族の連絡先
名　前 家族の連絡先

家族の集合場所

●非常時の連絡先（被災地外）
名　前 連絡先

※「
お
・
は
・
し
・
も
」
と
は
、
学
校
の
避
難
時
の
心
構
え
を

ま
と
め
た
標
語
で
す
。

　
「
い
・
つ
・
も
・
お
・
か
・
に
」
は
、
リ
ー
ド
し
て
く
れ
る

人
が
い
る
と
き
の
標
語
で
す
。（
名
古
屋
大
学
減
災
連
携
研

究
セ
ン
タ
ー
近
藤
ひ
ろ
子
氏
よ
り
提
供
）

い いっしょうけんめい

つ ついていく

も もどらない

お おちついて

か かんがえる

に にげる

 

●
家
の
中
の
安
全
を
守
る

①
家
の
中
に
安
全
な
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で

き
る
よ
う
、
使
用
頻
度
の
少
な
い
部
屋

に
、
家
具
や
荷
物
を
ま
と
め
て
お
く
な

ど
、
家
具
の
配
置
換
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
寝
室
や
子
ど
も
、
お
年
寄
り
の
い
る
部

屋
に
は
、
な
る
べ
く
家
具
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
家
具
や
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
が
倒
れ
な
い

よ
う
に
、
転
倒
防
止
金
具
や
突
っ
張
り

棒
な
ど
で
固
定
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
、
玄
関
な

ど
の
出
入
り
口
に
家
具
や
倒
れ
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
ベ
ッ
ド
や
布
団
の
近
く
に
、
靴
や
ス

リ
ッ
パ
、
懐
中
電
灯
を
置
い
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

⑥
非
常
持
ち
出
し
袋
と
非
常
備
蓄
品
を
最

低
で
も
3
日
間
、
で
き
れ
ば
7
日
間
分

用
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
家
族
で
話
し
合
い
を
し
て
お
く

①
避
難
時
、非
常
持
ち
出
し
袋
係
、赤
ち
ゃ

ん
係
な
ど
、
家
族
の
役
割
分
担
を
明
確

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
時
の
連

絡
方
法
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
居

住
地
か
ら
離
れ
た
親
戚
を
連
絡
先
に
す

る
な
ど
）

③
地
震
時
に
落
ち
合
う
場
所
を
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

④
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
、
災
害
用
伝

言
板
の
利
用
方
法
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

⑤
避
難
場
所
と
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

⑥
防
災
カ
ー
ド
の
作
成
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
下
段
参
照
）

●
家
の
周
囲
の
安
全
対
策

①
自
分
の
家
が
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
か

を
知
る
た
め
に
、
昭
和
56
年
5
月
31
日

以
前
に
着
工
さ
れ
た
旧
基
準
の
木
造
住

宅
は
「
耐
震
診
断
」
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

診
断
結
果
に
よ
り
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る

場
合
や
不
安
な
場
合
は
、
専
門
家
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
耐
震
診
断
、
相
談
は
都

市
計
画
課
建
築
G（
内
線
2
3
1
）
で

受
け
付
け
中
で
す
。

②
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
門
柱
の
安
全
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
。
土
中
に
基
礎
部
分
が
な
い
も

の
、
鉄
筋
が
入
っ
て
い
な
い
も
の
は
補
強

し
ま
し
ょ
う
。

③
窓
ガ
ラ
ス
に
は
、
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム

を
は
り
ま
し
ょ
う
。

④
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
は
、
鎖
で
固

定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
の
取
り
組
み

子
ど
も
た
ち
の
防
災

ぺちゃくちゃ

あっ！
忘れ物！

すごく
ゆれたね

こわいよ～
こわいよ～

避難のきまり

あわてず先生の指示に従って避難する
せんせい し　じ したが ひなん

お
は
し
も

おさない

はしらない

もどらない

しゃべらない
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一
次
持
ち
出
し
品
（
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
持
ち
出
す
物
）

①
身
近
な
と
こ
ろ

□
懐
中
電
灯　

□ 

携
帯
電
話
（
充
電
器
）　

□
現
金
（
小
銭
も
）

□
預
金
通
帳
・
印
鑑　

□
免
許
証
・
保
険
証
（
写
し
）

②
非
常
用
持
ち
出
し
袋

□
衣
類
、
下
着　

□
タ
オ
ル　

□
ハ
ン
カ
チ　

□
ラ
ジ
オ　

□
乾
電
池　

□
ラ
イ
タ
ー　

□
持
病
の
薬　

□
生
理
用
品　

□
ビ
ニ
ー
ル
袋　

□
食
品
用
ラ
ッ
プ　

□
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ　

□
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

□
非
常
食
（
そ
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
も
の
）　

□
飲
料
水

　

非
常
用
持
ち
出
し
袋
は
、
必
要
な
も
の
を

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
１
個
分
く
ら
い
に
ま
と
め
て

お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

二
次
持
ち
出
し
品
（
地
震
が
落
ち
着
い
た
ら
家
に
戻
っ
て
持
ち
出
す
物
）

③
備
蓄
品
７
日
分

□
食
料
（
ア
ル
フ
ァ
米
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
）

□
飲
料
水
（
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
）

□
ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
の
工
具　

□
ロ
ー
プ　

□
洗
面
用
具
・
歯
ブ
ラ
シ

□
マ
ス
ク  

□
毛
布
・
寝
袋 　

□
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

□
床
に
敷
く
シ
ー
ト　

□
ビ
ニ
ー
ル
袋　

□
使
い
捨
て
カ
イ
ロ　

□
割
り
ば
し

　

備
蓄
品
は
、
目
に
つ
い
て
出
し
や
す
い
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

普
段
か
ら
使
っ
て
い
る
も
の
を
準
備
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

★
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
家
庭
で
は

　

□
粉
ミ
ル
ク　
　

□
哺
乳
瓶
・
紙
コ
ッ
プ　
　

□
離
乳
食

　

□
紙
お
む
つ　
　

□
水
〈
軟
水
。
国
産
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
）

　

□
ガ
ー
ゼ
な
ど

非
常
持
ち
出
し
品
を
チ
ェ
ッ
ク

災害用伝言ダイヤル利用方法
ガイダンスに従って必要事項を入力しましょう。

を入力します。

連絡を取りたい被災地の方の固定電話番号を
市外局番から入力します

伝言を録音・録音した伝言を再生する

録音する 再生する 暗証番号を利用
して録音する

暗証番号を利用
して再生する

ガイダンスが流れます

●伝言の録音時間は30秒以内
●伝言の蓄積は最大10件まで
●伝言の保存期間は48時間
　（時間経過で自動的に消去されます）
●加入電話、公衆電話、携帯電話、
　PHSから利用できます
●体験利用ができます
　毎月１日・15日・正月三が日、
　防災とボランティア週間
　（１月15日～21日）、
　防災週間（8月30日～9月5日）

※携帯電話では、メールによる
　災害用伝言板が利用できます。
　詳しいことは各電話会社に
　確認してください。

1 7 1

××××4 ××0 5 6

1 2 3 4
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●
家
の
中
に
い
る
時
に
地
震
発
生

①
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
身
を
隠
し
、
落
下
物
や
転

倒
物
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
ト
イ
レ
や
お
風

呂
は
比
較
的
に
安
全
で
す
。
慌
て
て
外
に
出
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
災
害
時
、
水
は
貴
重
で
す
。
水
道
管
の
漏
水
な

ど
で
水
が
確
保
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

お
風
呂
に
水
が
張
っ
て
あ
っ
た
場
合
は
、
栓
を
抜

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
地
震
で
家
屋
が
ゆ
が
み
、
出
入
り
口
の
開
閉
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
支
え
棒
な
ど
を

利
用
し
、
玄
関
な
ど
の
脱
出
口
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

④
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
す
ぐ
に
火
を
止
め
ま
し
ょ

う
。
火
が
出
て
い
る
時
は
、
安
全
確
認
の
上
、
消

火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
電
気
器
具
は
電
源

プ
ラ
グ
を
抜
き
、
避
難
す
る
際
に
は
ブ
レ
ー
カ
ー

を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
慌
て
て
外
へ
飛
び
出
す
と
、
瓦
な
ど
の
落
下
物
で
負

傷
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た

ら
、
非
常
持
ち
出
し
袋
を
持
ち
、
外
へ
出
ま
し
ょ
う
。

⑥
基
本
的
に
徒
歩
で
避
難
場
所
ま
で
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

車
で
の
移
動
は
極
力
避
け
ま
し
ょ
う
。

⑦
避
難
す
る
際
は
、
隣
近
所
の
高
齢
者
や
障
害
者
に

も
ひ
と
声
か
け
て
、
地
域
と
連
携
し
て
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

●
映
画
館
や
講
演
会
の
最
中
に
発
生

①
イ
ス
の
間
に
し
ゃ
が
み
込
み
、
バ
ッ
グ
な
ど
で
頭

を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

②
慌
て
て
出
口
に
向
か
わ
ず
、
係
員
の
指
示
に
従
い

ま
し
ょ
う
。

●
地
下
街
に
い
る
時
に
発
生

①
地
下
街
は
耐
震
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
慌
て

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
壁
面
や
太
い
柱
の
近
く

に
身
を
寄
せ
て
、
揺
れ
が
お
さ
ま
る
の
を
待
ち
ま

し
ょ
う
。
出
口
は
60
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
設
け
ら
れ

て
い
る
の
で
落
ち
着
い
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

②
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
、
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル

で
鼻
と
口
を
覆
い
、
壁
づ
た
い
に
煙
の
流
れ
る
方

へ
逃
げ
ま
し
ょ
う
。

 
 

 
 

●
車
を
運
転
中
に
地
震
が
発
生 

①
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
さ
せ
、
徐
々
に
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。
車
を
道
路
の
左
側
に
寄

せ
て
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

②
揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
車
外
に
出
ず
、
地
震
情
報
を

ラ
ジ
オ
で
聞
き
ま
し
ょ
う
。

③
車
か
ら
離
れ
る
時
は
、

　

カ
ギ
を
つ
け
た
ま
ま
で
、

　

ド
ア
ロ
ッ
ク
を

　

し
な
い
よ
う
に
注
意

　

し
ま
し
ょ
う
。

●
海
岸
付
近
に
い
た
と
き
は

①
遠
く
へ
避
難
す
る
の
で
は
な
く
、「
よ
り
高
い
所

へ
」
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

②
小
さ
な
揺
れ
と
地
震
の
規
模
は
別
で
す
。
津
波
注

意
報
や
警
報
が
発
令
さ
れ
た
ら
、
た
だ
ち
に
高
台

へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

私
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度

ま
で
の
３
年
間
、
町
の
下
水
道
課
に

勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
４
月
１
日
か
ら
多
賀
城
市

で
下
水
道
な
ど
の
災
害
復
旧
工
事
現

場
に
お
け
る
施
工
管
理
や
、
復
旧
事

業
に
関
す
る
県
と
の
協
議
、
災
害
査

定
の
対
象
と
な
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の
段

差
の
調
査
、
災
害
復
旧
以
外
の
下
水

道
担
当
の
通
常
業
務
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

多
賀
城
市
の
下
水
道
は
、
津
波
に

よ
る
浸
水
や
地
震
の
揺
れ
に
よ
る
管

の
ず
れ
な
ど
に
よ
り
、
１
年
半
が

経
っ
た
今
で
も
、
通
常
使
用
が
で
き

な
い
状
況
で
す
。
ま
だ
ま
だ
復
旧
へ

の
道
の
り
は
長
い
も
の
と
な
り
ま
す

が
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
震
発
生
時
の
行
動

宮
城
県
多た
が
じ
ょ
う
し

賀
城
市
へ
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
！

防災安全課
山
やま

口
ぐち

利
とし

幸
ゆき

 主査

あわてない
！あわてない
！

▲段差などの調査 ▲工事現場の進歩確認

問
合
せ　

防
災
安
全
課
安
全
対
策
Ｇ
（
内
線
3
7
1
）
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【音楽隊長からのメッセージ】

　音楽隊の活動目的は、ほかの警察活動と同じく、常に「治安レベルの向上」にあります。
私たちの演奏活動が県民の皆さまの事件事故を未然に防止する意識を呼び覚まし「安
全で安心して暮らせる社会」を皆さまとともに実現できるよう頑張っています。

そのほか    演奏は２部構成で行います。演奏曲目は当日のお楽しみです。

【フレッシュ・アイリス】

　昭和 49 年 1 月に 8 人の女性警察官が「女性ストレート・トランペット隊」として配置されました。平成 4
年 10 月「フレッシュ・アイリス」と命名されストレート・トランペットをはじめ、フラッグやポンポンなど
を使いさまざまな演技を行っています。

主   催    岡崎警察署・幸田町
【愛知県警察音楽隊】

　愛知県警察音楽隊は昭和 24 年 1 月「県民と警察を結ぶ
音のかけ橋」として発足し、各警察署の開催する交通安全、
地域安全などの行事や市町村における公共的な行事で演
奏・演技を行い、交通安全・地域安全などについて県民の
皆さまに呼び掛けています。また、県下の各学校を巡回し
て演奏会を行い、次世代を担う青少年の健全育成と、交通
事故防止・犯罪被害防止を目指す活動にも力を入れていま
す。現在は、米

よ ね だ

田隊長以下 40 人の編成で、演奏回数は年
間およそ 200 回です。

【第１部】

入場整理券が必要です。

整理券は10月10日（水）
から岡崎警察署と幸田
町役場で配布します。

午前 10 時 30 分～正午
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【第２部】

【第３部】

【第４部】

・長野県上伊那郡箕
み の わ

輪町

・岩手県西磐井郡平
ひらいずみ

泉町

・岩手県気仙郡住
す み た

田町

・東京都立
たちかわ

川市

午後１時 15 分～１時 45 分

紹介する４市町

第２～４部
総合司会者

田中 ふみえ 氏

午後１時 45 分～３時 15 分

【講師】国
くにざき

崎 信
の ぶ え

江 氏（危機管理教育研究所代表、危機管理アドバイザー）

【演題】「家族や地域の防災対策」

        ～自分を・大切な人を守るために～

午後３時 30 分～５時

【演題】「大規模災害における対策と支援」

        ～東日本大震災から～

【パネリストの４人を紹介します】

【コーディネーター】
隈
くまもと

本 邦
くにひこ

彦 氏
　（名古屋大学減災連携研究
　　センター客員教授）

野
の だ

田  利
としひろ

弘  氏
名古屋大学減災連携研究
センター副センター長

第２～４部は

どなたでも参加

できます！

女性の視点で

考える防災！

　巨大地震が起きても

大震災にしないために！

そのほか　都合によりスケジュール、出演者は変更させていただく場合があります。
問 合 せ　防災安全課安全対策Ｇ（内線 371）

鍵
か ぎ や

屋   一
はじめ

  氏
東京都板橋区役所

福祉部長

多
た だ

田  欣
きんいち

一  氏
岩手県気仙郡

住田町長

天
あ ま の

野  竹
たけゆき

行  氏
ＮＰＯ愛知ネット

理事長

多くの皆さんの来場をお待ちしています！

長野県上伊那郡箕輪町

東京都立川市

岩手県
気仙郡住田町

岩手県
西磐井郡
平泉町
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1 防災特集 地震から命を守れ！地震に対する自身の備え


